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公立学校施設のバリアフリー化（公立小中学校のバリアフリー化の状況）

校舎 令和４年９月１日現在

学校数
車椅子使用者用

トイレ

スロープ等による段差解消 エレベーター
(１階建ての建物のみ
保有する学校を含む)

門から
建物の前まで

昇降口・玄関等から
教室等まで

A B B/A C C/A D D/A E E/A
うち

１階建て

令和２年度
（参考）

28,156 18,359 (65.2%) 22,111 (78.5%) 16,122 (57.3%) 7,634 (27.1%) 248

令和４年度 27,733 19,523 (70.4%) 22,805 (82.2%) 16,954 (61.1%) 8,041 (29.0%) 241

屋内運動場 令和４年９月１日現在

学校数
車椅子使用者用

トイレ

スロープ等による段差解消 エレベーター
(１階建ての建物のみ
保有する学校を含む)

門から
建物の前まで

昇降口・玄関等から
アリーナ等まで

A B B/A C C/A D D/A E E/A
うち

１階建て

令和２年度
（参考）

27,890 10,299 (36.9%) 20,747 (74.4%) 15,884 (57.0%) 18,387 (65.9%) 17,060

令和４年度 27,514 11,516 (41.9%) 21,429 (77.9%) 17,098 (62.1%) 19,394 (70.5%) 17,918

※１ 円滑な移動等に配慮が必要な児童生徒や教職員が在籍する学校。
※２ 避難所に指定されている学校。

災害対策基本法に基づく指定避難所の指定が行われていない場合は、従来の地域防災計画に基づく避難所を含む。

2



公立学校施設のバリアフリー化（令和７年度までの国の目標）

対象
令和
2年度

令和
4年度

令和７年度末までの目標

車椅子使用者用
トイレ

校舎 65.2% 70.4% 避難所に指定されている全ての学校に整備
※令和4年度調査時点で総学校数の約93%(校舎)、約98%（屋内運動場）に相当

屋内
運動場

36.9% 41.9%

スロープ
等による
段差解消

門から建物の前
まで

校舎 78.5% 82.2%

全ての学校に整備する

屋内
運動場

74.4% 77.9%

昇降口・玄関等
から教室等まで

校舎 57.3% 61.1%

屋内
運動場

57.0% 62.1%

エレベーター
1階建ての建物のみ
保有する学校を含む

校舎 27.1% 29.0%
要配慮児童生徒等※１が在籍する全ての学校に整備
※令和4年度調査時点で総学校数の約41%(校舎)、約76%（屋内運動場）に相当屋内

運動場
65.9% 70.5%

※１ 円滑な移動等に配慮が必要な児童生徒や教職員等を指す。
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公立小中学校等の空調(冷房)設備設置状況の推移

公立学校施設の空調（冷房）設備の設置状況

空調（冷房）設備※1の設置状況

（出典）公立学校施設の空調（冷房）設備の設置状況調査（令和４年９月１日時点)

公立小中学校等の普通教室への空調設置率は95.7% 普通教室の前回調査からの上昇率は2.7%

19.3%

35.8%

52.2%

60.2%

78.4%

93.0%
95.7%

23.2%
29.2%

36.6%

44.0%
50.5%

57.5%

63.3%

2.0% 3.2%

9.0%

15.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

普通教室

特別教室

体育館等

学校種 室の種類 保有室数 設置率
R２年調査
［上昇率］うち設置済

室数

小中学校
等

普通教室 427,891 409,621 95.7%
93.0％
［+2.7％］

特別教室 391,781 248,022 63.3%
57.5％
［+5.8％］

体育館等 35,437
5,422
（8,763）

15.3%
（24.7%）

9.0％
［+6.3％］

（－）

※2

※1冷房機能を有した設備（スポットクーラーを含む。）
※2「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」（平成30年度補正予算）の対象となった学校種

（公立の小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校の前期課程、特別支援学校、
幼稚園等）

※3（）は体育館等で災害時の調達協定等により緊急時には外部より確保可能としている室数を
含めた対応状況

※3

令和４年９月１日現在
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学校施設における木材利用

○木材利用の意義と効果

◆教育的効果の向上
‣木材による快適な学習環境や木材を通した学習機会の形成

◆地球環境への配慮
‣材料製造時の炭素放出量が少ない省エネ材料のため温暖化抑制に寄与

◆地域の風土、文化への調和
‣地域材や地場職人の活用による地域経済や地場産業の振興

○木材利用の課題

● 「木」に対する知識・理解の不足、木材利用経験の不足
● 木材の供給および調達
● 木材流通量による地域ごとの市場価格の違い

‣木材を利用して整備した６割超の学校施設の取組事例を周知
‣木材利用を推進するため、補助単価の加算を実施

≪対策≫

林野庁業務資料（提供：林野庁）

◎教育的効果の向上

・柔らかで温かみのある
感触や優れた調湿効果
による、豊かで快適な
学習環境を形成

・森林の保全、地域の産
業や地球環境問題など
について学習する教材
としての活用

◎地域の風土や
文化への調和

・学校づくりを通じた、
地域とのコミュニティ
形成や木の文化の継承
の機会の提供

◎地場産業の活性化
・地域材や地場の職人の
技術の活用による、地
域経済の活性化や地場
産業の振興

◎地球環境への配慮

・鉄やアルミニウム等に比べて、材料製造時に要す
る
エネルギー量が少ない

・炭素を貯蔵するため温暖化抑制に寄与
・森林の有する公益的機能・多面的機能の維持、向
上

児童の製材所の視察
（提供：田辺市教育委員会）

真庭市立北房小学校 普通教室
CLT部分利用（構造材）

◆学校施設における木材利用◆

◇多賀町立多賀中学校
滋賀県犬上郡多賀町多賀210

建物区分
‣園舎
構造規模
‣木造

(１階建て)
延床面積
‣1,380㎡
木材使用量
‣478㎥

◇会津坂下町立坂下東幼稚園
福島県河沼郡会津坂下町字上口705

出典：全国に広がる木の学校～木材利用の事例集～（平成26年7月 文部科学省）より

・脱炭素社会の実現に資するため、令和４年度より学校施設の内装木
質化を標準化
・地域材を活用して木造施設を整備する場合、補助単価を5.0％加算
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学校施設における木材利用（公立学校施設における木材利用進捗状況）

１．新しく建築された木造施設の整備状況及び
非木造施設の内装木質化の状況

平成30年度 令和元年度 令和２年度

全施設数 ７６０ ８２３ ８０５

うち木造施設数①

（木造施設数/全施設数）

１７２

(２２.６％)

１８６

(２２.６％)

１５４

(１９.１％)

うち非木造施設数 ５８８ ６３７ ６５１

うち内装木質化数②

（内装木質化数/全施設数）

２９７

(３９.１％)

３２２

(３９.１％)

４４１

(５４.８％)

木材を使用した施設数①＋②

（内装木質化数/全施設数）

４６９

(６１.７％)

５０８

(６１.７％)

５９５

(７３.９％)

※ 木材の利用状況調査より
※ 公立の幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、
中等教育学校、特別支援学校の計

（単位：棟）

２．新しく建築された学校と木材を使用して
改修された学校の木材使用量

平成30年度 令和元年度 令和２年度

全施設木材使用量 ４１,０７６ ４４,９７８ ３９,５７２

うち国産材
（国産材率）

２４,６７５

（６０.１％）

２８,１９４

（６２.７％）

２３,４４２

（５９.２％）

うち木造施設 １３,６３４ １７,５１０ １４,２４０

うち国産材
（国産材率）

１０,９９１

（８０.６％）

１４,４３３

（８２.４％）

１０,３６４

（７２.８％）
うち非木造施設

（内装等に木材を使用） ２７,４４２ ２７,４６８ ２５,３３２

うち国産材
（国産材率）

１３,６８４

（４９.９％）

１３,７６１

（５０.１％）

１３,０７８

（５１.６％）

※ 木材の利用状況調査より
※ 公立の幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、
中等教育学校、特別支援学校の計

※ 数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳と合計が一致
しない場合がある

令和２年度に新しく建築された全ての学校
施設805棟のうち、595棟（73.9％）が
木材を使用。

令和２年度に整備された学校施設では、
39,572㎥の木材を使用。うち、14,240㎥
（36.0％）が木造施設で、25,332㎥
（64.0％）が非木造施設の内装木質化
等において使用された。

参考 全木造施設数
 全学校施設数 ： ３６８,４９４棟
 うち木造施設数： ３2,４９７棟（８.８％）

※公立学校施設実態調査より（令和２年５月１日時点）
※公立の幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の計
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学校施設の複合化等（複合化の実施状況）

※1 公立小中学校（分校を含む。）、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）において、他の文教施設、社会福祉施設、その他の施設と複合化し、
供用開始している事業（集約化、廃止された事業は含まない。）の件数

※2 社会体育施設に限る
※3 学校用の備蓄倉庫は対象外

・公立小中学校等の複合化事例は、全国で11,450校（約39％）

・公立学校施設を複合化した公共施設等の種類別件数（延べ数）
（令和４年９月１日時点 文部科学省調べ）
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学校施設の複合化等（集約化・共用化等）

茨城県 下妻市（プールの共用化事例）

○下妻市の小中学校プールの多くが昭和40年代に建設され、築後50年を迎える。
○校舎や屋内運動場の耐震化を最重要課題として、耐震補強・改築に加え、大規模改修を
進めてきたが、プール施設については、大規模改修工事は未実施であり、予算的にも予防
保全を行うことは難しく、不具合が起こる度に修繕を行うサイクルになっていた。

○プール施設の老朽化が激しい要因としては、全て屋外プールであるため、風雨や紫外線
にさらされ、防水塗装やプールサイドのタイル等が劣化していた。

○プールの使用期間（例年６月上旬から夏休み前までの７週間程度）における各校プールの
稼働率※についても低い状況であった。

※ 稼働率
夏季（6月～7月3週目までの7週間）の授業210時間（１日6時間×平日５日×７週）に対し、2学級で同時授業を行うこととした場合の12時間水泳授業を実施

する必要時間（学級数÷2学級×12時間）の割合。 例：（20学級÷2学級（同時授業）×12時間）/ 210時間 = 57%

プール施設のあり方に
ついての検討が必要！

集約化

〔集約前〕

〔集約後〕共同利用の組合せ
★共用化に向けた学校の組合せ

＜必要とされるプール数を考慮して集約化＞
・稼働率を用いて学校の利用状況を可視化、稼働率を基にプールを保持する

学校（基幹校）と他校のプ―ルを利用する学校（利用校）をそれぞれ決定。
・11校で保有していたプールについて、今後の必要数を５か所と方針決定。
・自校プールを廃止して基幹校のプールを利用する学校（利用校）については、

基本的に地理的に基幹校に近い学校を選定。

★学校所在地からプールを保有・維持する学校を選定

集約化により30年間で約4.56億円の費用削減！

利用校から
基幹校へは
バスを利用

学校施設の集約化・共同利用に関する取組事例集（令和２年３月）より
https://www.mext.go.jp/content/20200330-mxt_shisetsu01-100003127_1.pdf

8



① 地方公共団体等において、協議会の設置

② 文部科学省は、協議会の設置・運営に必要
な費用や、会計・税務等の高度な専門的知
見を要する調査を行うための費用を支援する
とともに、先導的な事業の収集・分析

③ 地方公共団体等は、協議会を構成する関
係者間で十分な連携を図り、調査・検討を
行うとともに、事業の進行管理を実施

④ 国は、事業の成果を全国に発信・普及

文教施設における多様なＰＰＰ／ＰＦＩの先導的開発事業 令和４年度予算額 ：25,911千円

事業の内容

２．具体化の検討
（具体的な検討例）

文部科学省

地方公共団体等

コンサルタント

協議会の設置

会計・税務等の専門家

＜ 実施体制イメージ ＞

委託 成果

委託 成果

事業の仕組み

・協議会の設置・運営に係る経費（諸謝金、旅費、
会場借料 等）

・専門的な調査に係る経費（コンサルティング会
社等への委託費）

先導的開発事業の実施

＜主旨・背景＞
• 今後多くの公共施設等が老朽化による更新時期を迎える中、公共負担の抑制に資するＰＰＰ／ＰＦＩ事業の推進については、良好な公共
サービスの実現・新たなビジネス機会の創出も期待できることから、「PPP／PFI推進アクションプラン」（令和３年６月 民間資金等活用事業推
進会議決定）等において求められている。

• 文部科学省においては、文教施設におけるＰＰＰ／ＰＦＩ事業の案件形成を図るため、地方公共団体等の多様なＰＰＰ／ＰＦＩ事業の
検討段階を支援するとともに、先導的な事業の収集・分析を行い、その成果を全国に発信・普及する取組を実施する。特に①施設の維持管理
に関する包括的民間委託事業 、②集約・複合化に関する事業、③カーボンニュートラルに資する事業、④コンセッション事業、⑤小規模な地方
公共団体における事業等が求められている。

文教施設における多様なＰＰＰ／ＰＦＩの先導的開発事業

多様なＰＰＰ／ＰＦＩ事業導入のプロセス

ＰＰＰ／ＰＦＩ手続 事業実施
検 討 段 階

１.事業の発案 ２.具体化の検討

１．事業の発案
（具体的な検討例）

多様なＰＰＰ／ＰＦＩ事業の推進のため、先導的な事業の具体的な検討を支援

地方公共団体等における多様なＰＰＰ／ＰＦＩ手法の導入が進む
よう、地域や施設の特性等を踏まえ、事業手法の検討など「事業の発
案」や、事業スキームの開発など「具体化の検討」を実施

・ 事業手法の検討（目的の明確化、検討体制や意思決定プロセスの構
築、施設整備・維持管理方針の検討、事業手法の比較・検討等）

・ 導入の判断基準（スケジュール、導入効果やVFM算定方法の検討等）
・ 民間事業者へのインセンティブ（創意工夫を引き出す仕組み、収益の
分配、複合的な運営の検討等） など

・ 事業スキームの開発（期間・範囲、VFMの算定、リスク分担、情報開示、
法令上・会計税務上の課題整理等）

・ 民間事業者の意向調査（専門的人材の確保の検討等） など

（前年度予算額 28,022千円）

学校施設におけるPFI等の官民連携(PFI等の予算事業）
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法
第

12
条

第
１

項
の
 

認
定

を
受

け
た

各
地

方
公

共
団

体
の

長
 

 

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
長
 

下
 
間
 
 
康
 
行
 

（
 
公
 
印
 
省
 
略
 
）
 

  

学
校
施
設
整
備
指
針
の
改
訂
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
 

  
先
般
、
「
今
後
の
学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
令
和
４
年
３
月
３
１
日

付
け
３
文
科
施
第
５
３
５
号
）
に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
最
終
報
告
（
別
添
１
）
、
「
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
学
校
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
報
告
書
（
別
添
２
）
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
で
は
各
学
校
種
の
計
画
・
設
計
上
の
留
意

事
項
を
示
し
た
「
学
校
施
設
整
備
指
針
」
を
改
訂
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施

設
整
備
の
方
向
性
（
目
標
水
準
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
下
記
の
点
に
留
意
し
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
教
育
を
進
め
る
上
で
必
要
な
施
設

環
境
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
学
校
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
国
庫
補
助
や
地
方
財
政
措
置
な
ど
の
財
政
支
援
制
度
（
別
添

３
）
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
等
に
対

し
て
、
各
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、
所
轄
の
学
校
法
人
等
に
対
し
て
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第

1
2
条

第
１

項
の

認
定

を
受

け
た

各
地

方
公

共
団

体
の

学
校

設
置

会
社

担
当

課
に

お
い

て
は

所
轄

の
学

校
設

置
会

社
及
び
学
校
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
周
知
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

  

記
 

 １
．
「
学
校
施
設
整
備
指
針
」
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
 

 
（
１
）
 
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
の
在
り
方
 

 
「

全
て

の
子

供
た

ち
の

可
能

性
を

引
き

出
す

、
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の

一
体

的
な

充
実

」
に

向
け

て
、

こ
れ

か
ら

の
新

し
い

時
代

の
学

び
舎

と
し

て
目

指
し

て
い

く
姿

を
次

の
５

つ
の

視
点
か
ら
新
た
に
記
載
し
ま
し
た
。
 

①
 
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の

一
体

的
な

充
実

に
向

け
、

柔
軟

で
創

造
的

な
学

習
空

殿
 



 

間
を
実
現
す
る
視
点
 

②
 
新

し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
、
健
や
か
な
学
習
・
生
活
空
間
を
実
現
す
る
視
点
 

③
 
地

域
や
社
会
と
連
携
・
協
働
し
、
と
も
に
創
造
す
る
共
創
空
間
を
実
現
す
る
視
点
 

④
 
子

供
た
ち
の
生
命
を
守
り
抜
く
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
視
点
 

⑤
 
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
視
点
 

 
 
 
例
え
ば

、
一
つ
目
の
視
点
で
は
、
１
人
１
台
端
末
環
境
等
に
対
応
し
た
机
を
配
置
し
、
多
様
な
学

習
を
展
開

で
き
る
教
室
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
や
、
個
別
学
習
や
少
人
数
学
習
な
ど
柔
軟
に
対
応
で

き
る
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
、
学
習
支
援
、
教
育
相
談
等
の
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
追
記
し
て
い
ま
す
。
 

  
（
２
）
 
こ

れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
学
校
施
設
の
在
り
方
 

 
 
 
特
別
支

援
教
育
を
巡
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、
特
別
支
援
学
校
に
限
ら
ず
、
各
学
校
施
設
整
備
指
針

に
お
い
て

、
障
害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の
な
い
子
供
が
共
に
学
ぶ
場
の
整
備
、
多
様
な
学
び
の
場
の

整
備

、
特

別
支

援
学

級
・
通

級
に

よ
る

指
導

、
施

設
の

併
置
・
併

設
等

の
多

様
な

設
置

形
態

、
障

害

種
別
や
医

療
的
ケ
ア
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
追
記
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
例
え
ば

、
学
校
の
中
で
共
生
社
会
を
具
現
化
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
、
障
害
の
あ
る
幼

児
児
童
生

徒
と
障
害
の
な
い
幼
児
児
童
生
徒
が
共
に
学
ぶ
場
と
し
て
、
交
流
及
び
共
同
学
習
等
に
対

応
し
た
施

設
を
計
画
す
る
こ
と
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。
 

 ２
．
新
し
い
時

代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
整
備
の
方
向
性
（
目
標
水
準
）
の
策
定
に
つ
い
て
 

こ
の
度
、
「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
最
終
報
告
第
３
章
で

示
さ
れ
た
在

り
方
を
踏
ま
え
、
2
0
2
0
年
代
を
通
じ
て
実
施
す
べ
き
学
校
施
設
整
備
の
方
向
性
を
示
し
た

「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
整
備
の
方
向
性
（
目
標
水
準
）
」（

別
添
４
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
各
学
校
設
置
者
に
お
い
て
は
、
学
校
施
設
の
計
画
及
び
設
計
に
お
け
る
留
意
事
項
を
示
し
た

学
校
施
設
整
備
指
針
を
踏
ま
え
、
本
目
標
水
準
の
実
現
に
向
け
た
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

３
．
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
も
踏
ま
え
た
特
別
支
援
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
 

特
別

支
援

学
校

の
教

室
不

足
が

課
題

と
な

る
中

、
先

般
の

報
告

書
に

先
立

ち
、

令
和

３
年

に
特

別
支

援

学
校

設
置

基
準

（
別

添
５

）
が

公
布

さ
れ

ま
し

た
※

1。
当

該
基

準
は

、
特

別
支

援
学

校
を

設
置

す
る

た
め

に
必

要
な

最
低

限
の

基
準

で
あ

り
、

地
域

の
実

態
等

に
応

じ
た

対
応

が
可

能
と

な
る

よ
う

弾
力

的
・
大

綱
的

な
規

定

と
な

っ
て

い
ま

す
。

特
別

支
援

学
校

施
設

の
整

備
に

際
し

て
は

、
こ

の
内

容
を

遵
守

の
上

、
今

般
改

訂
し

た
特

別
支

援
学

校
施

設
整

備
指

針
※

2も
踏

ま
え

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

 
※
1
 
施
設
及
び
設
備
に
係
る
規
定
は
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
 

 
 

 
※
2
 
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
幼
児
児
童
生
徒
の
増
加
へ
の
対
応
の
た
め
，
高
等
学
校
等
の
既
存
施
設
を
特
別
支
援
学
校
に
転
用
す

る
場
合
等
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
記
載
を
充
実
 

  （
学
校
施
設
整
備
指
針
）
 

 
幼
稚
園
施
設
整
備
指
針
（
令
和
４
年
６
月
）
 

 
小
学
校
施
設
整
備
指
針
（
令
和
４
年
６
月
）
 

 
中
学
校
施
設
整
備
指
針
（
令
和
４
年
６
月
）
 



 

 
高
等
学
校
施
設
整
備
指
針
（
令
和
４
年
６
月
）
 

 
特
別
支
援
学
校
施
設
整
備
指
針
（
令
和
４
年
６
月
）
 

 ※
改
訂
後
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
下
記

H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

h
tt
ps
:/
/w
ww.

me
xt
.g
o.
jp/

b_
me
nu
/s
hin

gi
/c
ho
us
a/s

hi
se
tu
/0
44/

to
us
hi
n/

141
45
24
_0
00
02.

ht
m 

  （
添
付
資
料
）
 

別
添
１
 
「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
概
要
）
 

別
添
２
 
「
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
概
要
）
 

別
添
３
 
活
用
可
能
な
財
政
支
援
制
度
（
公
立
学
校
施
設
整
備
関
係
）
 

別
添
４
 
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
施
設
整
備
の
方
向
性
（
目
標
水
準
）
 

別
添
５
 
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
に
つ
い
て
 

   
【
本
件
担
当
】
 

 
（
全
体
に
つ
い
て
）
 

大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部
 
施
設
企
画
課
 
指
導
第
一
係
 

 
 
電
 
話
：
0
3
-
6
7
3
4
-
2
2
9
1
 
 
E
-
m
a
i
l
：
s
h
i
s
e
t
u
l
e
a
d
-
1
@
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
 

 
（
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
に
つ
い
て
）
 

初
等
中
等
教
育
局
 
特
別
支
援
教
育
課
 
企
画
調
査
係
 

 
 
電
 
話
：
0
3
-
6
7
3
4
-
3
1
9
3
 
 
E
-
m
a
i
l
：
t
o
k
u
b
e
t
u
@
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
 



別
添
１





別
添
２



背景


学

校
施

設
の

⽼
朽

化
が

ピ
ー

ク
を

迎
え

る
中

、⼦
供

た
ち

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
じた

教
育

環
境

の
向

上
と⽼

朽
化

対
策

の
⼀

体
的

整
備

が
必

要
。


中

⻑
期

的
な

将
来

推
計

を
踏

ま
え

、⾸
⻑

部
局

との
横

断
的

な
協

働
を

図
りな

が
ら

、トー
タ

ル
コス

ト
の

縮
減

に
向

け
て

計
画

的
・効

率
的

な
施

設
整

備
を

推
進

。


2050年
の

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュー

トラ
ル

達
成

に
向

け
て

、脱
炭

素
社

会
の

実
現

に
貢

献
す

る
持

続
可

能
な

教
育

環
境

の
整

備
を

推
進

。

具
体

的
な

⽀
援

策


制
度

改
正

︓


学
校

施
設

以
外

との
複

合
化

を
伴

う改
築

、⻑
寿

命
化

改
修

の
補

助
率

引
上

げ
（

1/3→
1/2）


⼤

規
模

改
造

事
業

の
上

下
限

額
⾒

直
し


単

価
改

定
︓


LED

照
明

、⽊
材

利
⽤

な
ど標

準
仕

様
の

⼀
部

⾒
直

し等
に

よ
る

増
対

前
年

度
⽐

＋
10.2％

⼩
中

学
校

校
舎

（
鉄

筋
コン

クリー
ト造

）
の

場
合

R3:220,700円
/㎡

⇒
 R4:243,300円

/㎡


脱
炭

素
化

先
⾏

地
域

な
どの

学
校

施
設

ZEB化
に

向
け

た
新

た
な

単
価

加
算

上
記

改
定

単
価

に
加

え
て

+
8.0%


学

校
施

設
の

⻑
寿

命
化

を
図

る
⽼

朽
化

対
策


バ

リア
フリー

化
、特

別
⽀

援
学

校
の

整
備


他

施
設

との
複

合
化

・共
⽤

化
・集

約
化

新
時

代
の

学
び

に
対

応
した

教
育

環
境

向
上

と
⽼

朽
化

対
策

の
⼀

体
的

整
備

の
推

進
１


⾮

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
等


避

難
所

として
の

防
災

機
能

強
化

（
トイレ

改
修

等
）

防
災

・減
災

、国
⼟

強
靱

化
の

推
進

２


学

校
施

設
の

ZEB化
（

⾼
断

熱
化

、LED照
明

、⾼
効

率
空

調
、太

陽
光

発
電

等
）


⽊

材
利

⽤
の

促
進

（
⽊

造
、内

装
⽊

質
化

）

脱
炭

素
化

の
推

進
３

令
和

３
年

度
補

正
予

算

令
和
4年

度
予
算
額
(案
)

688億
円

(前
年
度
予
算
額

688億
円
)

令
和
3年

度
補
正
予
算

1,312億
円

公
⽴

学
校

施
設

の
整

備
新

しい
時

代
の

学
び

を
⽀

え
る

安
全

・安
⼼

な
教

育
環

境
の

実
現

〜
Schools for the Future〜

〇
公

立
学

校
施

設
の
国

庫
補

助
に
つ
い
て
①

台
⾵

で
屋

根
が

消
失

した
体

育
館

激
甚

化
・頻

発
化

す
る

災
害

へ
の

対
応

避
難

所
として

の
防

災
機

能
強

化

多
機

能
ト

イ
レ

の
整

備

⽼
朽

化
対

策
と⼀

体
で

多
様

な
学

習
活

動
に

対
応

で
き

る
多

⽬
的

な
空

間
を

整
備

柱
や

内
装

に
⽊

材
を

活
⽤

し、温
か

み
の

あ
る

学
習

環
境

や
脱

炭
素

化
を

実
現

他
施

設
との

複
合

化
に

よ
り学

習
環

境
を

多
機

能
化

しつ
つ

、効
率

的
に

整
備

年
間

で
消

費
す

る
建

築
物

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
を

⼤
幅

に
削

減
す

る
ととも

に
創

エ
ネ

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

収
⽀

「ゼ
ロ」を

⽬
指

した
建

築
物

出
典

︓
環

境
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

⾼
断

熱
化

、LED
照

明
、

⾼
効

率
空

調
な

ど

太
陽

光
発

電
な

ど

ZEB
（

ネ
ット

・ゼ
ロ

・エ
ネ

ル
ギ

ー
・ビル

）

別
添

３

公
⽴

学
校

施
設

の
バ

リア
フリー

化
⼯

事
の

国
庫

補
助

算
定

割
合

引
上

げ
（

令
和

3年
度

〜
）

２
．

制
度

改
正

の
概

要

１
．

整
備

の
必

要
性

⼤
規

模
改

造
（

障
害

児
等

対
策

）
の

国
庫

補
助

算
定

割
合

を
1/3か

ら1/2へ
引

上
げ

（
※

）
※

地
⽅

負
担

分
に

つ
い

て
、
9
0％

ま
で

地
⽅

債
を

充
当

可
能

で
あ

り、
そ

の
うち

6
6
.7％

が
交

付
税

措
置

され
る

。

＜
⼯

事
内

容
＞

・エ
レ

ベ
ー

ター
・⾃

動
ドア

・ス
ロー

プ
等

を
設

置
す

る
⼯

事
・障

害
を

有
す

る
教

職
員

等
が

勤
務

す
る

学
校

で
特

に
必

要
と認

め
られ

る
⼯

事
等

補
助

対
象

事
業

費
︓

下
限

額
400万

円
、上

限
額

2億
円

＜
引

上
げ

の
対

象
＞

・対
象

校
︓

⼩
学

校
、中

学
校

、義
務

教
育

学
校

、中
等

教
育

学
校

（
前

期
課

程
）

、特
別

⽀
援

学
校

・算
定

割
合

︓
1/2（

※
）

※
保

有
⾯

積
が

2,000㎡
未

満
の

学
校

及
び

幼
稚

園
は

1/3

⃝
バ

リア
フリー

法
の

⼀
部

改
正

に
伴

い
既

存
学

校
施

設
を

含
め

て
バ

リア
フリー

化
の

⼀
層

の
取

組
が

求
め

られ
て

い
る

。
⃝

⾝
体

的
障

害
を

持
つ

児
童

⽣
徒

等
の

教
育

の
機

会
均

等
を

保
障

す
る

た
め

に
は

、建
物

の
建

替
え

や
全

⾯
改

修
の

タイミン
グ

に
よ

らず
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

。

既
存

校
舎

に
増

築
した

エ
レ

ベ
ー

ター
棟

〇
公

立
学

校
施

設
の
国

庫
補

助
に
つ
い
て
②



２
．

拡
充

す
る

事
業

の
概

要

１
．

特
別

⽀
援

学
校

の
教

室
不

⾜
へ

の
対

応

廃
校

や
余

裕
教

室
等

の
既

存
施

設
の

有
効

活
⽤

を
図

り、特
別

⽀
援

学
校

の
教

室
不

⾜
解

消
を

促
進

す
る

た
め

、令
和

２
年

度
か

ら
令

和
6年

度
ま

で
の

5年
間

に
限

り、事
業

の
算

定
割

合
を

１
/３

か
ら１

/２
へ

引
き

上
げ

る
。

＜
⼯

事
内

容
＞

廃
校

等
の

既
存

施
設

の
活

⽤
に

よ
る

教
室

不
⾜

等
の

改
修

⼯
事

及
び

当
該

⼯
事

と関
連

し⼀
体

で
⾏

う⼯
事

の
み

を
対

象
とす

る
。

・余
裕

教
室

や
廃

校
等

の
既

存
施

設
を

特
別

⽀
援

学
校

の
⽤

に
供

す
る

よ
うに

改
修

し、障
害

児
等

の
学

習
環

境
を

改
善

す
る

⼯
事

・特
別

⽀
援

学
校

の
教

室
不

⾜
を

解
消

す
る

ことに
伴

い
必

要
とな

る
⼯

事
等

＜
補

助
対

象
＞

①
対

象
校

︓
廃

校
や

余
裕

教
室

等
の

既
存

施
設

（
学

校
施

設
以

外
を

特
別

⽀
援

学
校

として
活

⽤
す

る
場

合
も

対
象

）
②

交
付

⾦
の

算
定

割
合

︓
1/2

※
 地

⽅
負

担
分

に
つ

い
て

、90％
ま

で
地

⽅
債

を
充

当
可

能
で

あ
り、そ

の
うち

22.2％
が

交
付

税
措

置
され

る
。

③
補

助
対

象
事

業
費

︓
下

限
額

400万
円

⃝
児

童
⽣

徒
数

が
減

少
す

る
中

に
お

い
て

も
、特

別
⽀

援
学

校
の

児
童

⽣
徒

数
は

増
加

傾
向

に
あ

り、特
別

⽀
援

学
校

施
設

の
教

室
不

⾜
が

課
題

とな
って

い
る

。
⃝

この
教

室
不

⾜
の

解
消

に
は

、新
増

築
整

備
で

の
対

応
だ

け
で

な
く、既

存
施

設
を

活
⽤

す
る

な
どの

効
率

的
な

施
設

整
備

へ
移

⾏
させ

る
ことが

重
要

とな
る

。

改
修

前
の

教
室

改
修

後
の

教
室

特
別

⽀
援

学
校

の
⽤

に
供

す
る

既
存

施
設

の
改

修
事

業
の

拡
充

（
令

和
2年

度
〜

）

〇
公

立
学

校
施

設
の
国

庫
補

助
に
つ
い
て
③



  1 
 

 

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
学

校
施

設
整

備
の
方

向
性

（
目

標
水

準
）

 

  

全
て

の
子

供
た

ち
の

可
能

性
を

引
き

出
す

、
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の

一
体

的
な

充

実
を

図
る

た
め

、
G
I
G
A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

推
進

と
同

時
に

、
学

び
の

基
盤

と
な

る
学

校
施

設
に

つ
い

て
も

、
新

し
い

時
代

に
ふ

さ
わ

し
い

姿
を

目
指

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

  
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
「
学
校
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
に
お

い
て
、
新
し
い
時
代
の
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
、
令
和
４
年
３
月
に
最
終
報
告
を

公
表
し
ま
し
た
（
令
和
４
年
３
月

31
日
付
け
３
文
科
施
第

535
号
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設

企
画
・
防
災
部
長
通
知
に
よ
り
各
学
校
設
置
者
に
周
知
）
。
 

 

文
部

科
学

省
で

は
、
本

報
告

に
示

さ
れ

た
「

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
学

校
施

設
の

在
り

方
」
（

図
１

参
照

）
を

踏
ま

え
、
各

学
校

設
置

者
に

お
い

て
、
新

し
い

時
代

の
学

び
を

実
現

す
る

た

め
に

、
学

校
施

設
整

備
に

お
い

て
重

点
化

す
べ

き
方

向
性

を
「

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
学

校
施

設
整

備
の

方
向

性
(
目

標
水

準
)
」
（

以
下
「

目
標

水
準

」
と

い
う

。
）
と

し
て

策
定

し
ま

し
た

。
 

 各
学

校
設

置
者

に
お

い
て

は
、
今

後
の

学
校

施
設

の
整

備
に

当
た

っ
て

、
学

校
施

設
の

計
画
・
設

計
上

の
留

意
事

項
を

示
し

た
「

学
校

施
設

整
備

指
針

」
も

活
用

し
つ

つ
、
目

標
水

準
を

踏
ま

え
た

計

画
的

・
効

率
的

な
整

備
を

推
進

し
て

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
 

  

図
１

：
新

し
い

時
代
の

学
び

を
実
現

す
る

学
校

施
設

の
在

り
方

（
５

つ
の

姿
の

方
向

性
）

に
つ

い
て

 

               

 
 

別
添

４
 



  2 
   ○

目
標

水
準

 

  

１
．
長
寿
命
化
改
修
に
よ
る
整
備
の
場
合
 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 
3
 

  

２
．
新
築
等
に
よ
る
整
備
の
場
合
 
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 
6
 

         

【
目

標
水

準
の

活
用

に
当

た
っ

て
の

留
意

事
項

】
 

 ○
 
目

標
水

準
は

、
学

校
設

置
者

の
当

面
の
（
2
0
2
0
年

代
を

通
じ

て
実

現
す

る
）
整

備
の

姿
と

し
て
、

重
点
化
す

べ
き
方
向
性

を
提
示
す
る

も
の

で
あ

り
、
学

校
施

設
の

計
画
・
設

計
上

の
留

意
事

項
を

網
羅
的
に

示
し
た
「
学

校
施
設
整
備

指
針

」
と

は
異

な
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ○
 
目
標
水
準

に
つ
い
て
は
、
「
①
安
全
・
安

心
で

持
続

可
能

な
教

育
環

境
確

保
の

視
点

か
ら

、
施
設

整
備
の
土

台
と
し
て
着

実
に
対
応
す

る
も

の
」
と
「

②
新

し
い

時
代

の
学

び
を

実
現

す
る

教
育
環

境
向

上
の

視
点

か
ら

、
創

意
工

夫
に

よ
り

特
色

・
魅

力
を

発
揮

す
る

も
の

」
を

整
理

し
た

上
で

、

両
者
を
一

体
的
に
推
進

す
る
方
向
を

明
確

化
し

て
い

る
。

 

※
地
域
の

課
題
や
実
際

の
整
備
方
法

等
に

よ
っ

て
、
①

と
②

の
内

容
に

は
重

な
り

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
と

と
も

に
、

①
と

②
を

必
ず

し
も

明
確

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
に

留
意

が

必
要
で
あ

る
。
 

 

○
 
既
存
施
設

に
つ
い
て
は

、
長
寿
命
化

改
修

等
を

通
じ

て
、
上

記
の

２
つ

の
視

点
を

一
体

的
に

推
進

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

地
方

公
共

団
体

の
財

政
状

況
や

法
的

・
技

術
的

な
課

題
等

を
勘

案
し

、

教
育
環
境

向
上
の
レ
ベ

ル
を
複
数
の

整
備

内
容

・
方

法
に

分
類

し
て

い
る

。
 

 

○
 
学
校
施
設

の
整
備
に
当

た
っ
て
、
首

長
部

局
等

と
の

横
断

的
な

検
討

体
制

を
構

築
し

、
教

育
環
境

の
向
上
と

整
備
コ
ス
ト

の
最
適
化
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

  



  3 
 １

．
長

寿
命

化
改

修
に

よ
る

整
備

の
場

合
 

「
長

寿
命

化
改

修
」

と
は

、
老

朽
化

し
た

施
設

を
将

来
に

わ
た

っ
て

長
く

使
い

続
け

る
た

め
に

、

単
に
物
理
的
な
不
具
合
を
直
す
の
み
で
は
な
く
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を
現
在
の
学
校
が
求
め
ら

れ

て
い
る
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
 

こ
の
た
め
、
学
校
設
置
者
に
お
い
て
は
、
長
寿
命
化
改
修
が
、
単
に
当
初
の
建
築
時
の
状
態
に

復

旧
す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
に
即
応
し
た
教
育
環
境
に
向
上
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
十
分

留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

 ①
安

全
・
安
心

で
持

続
可

能
な

教
育

環
境

確
保

の
視
点

か
ら

、
施

設
整

備
の

土
台

と
し

て
着

実
に

対

応
す

る
も

の
 

    

○
安

全
・

安
心

な
教

育
環

境
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
非
構
造
部
材
も
含
め
た
耐
震
対
策
 

・
老
朽
化
対
策
 

（
例

：
構

造
躯

体
の

経
年

劣
化

の
解

消
、

外
壁

の
補

修
、

耐
久

性
を

高
め

る
た

め
の

塗
装

・
防

水
、
設
備
の
更
新
等
）
 

・
ス
ロ
ー
プ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
 

※
避
難
所
指
定
、
要
配
慮
児
童
生
徒
等
の
在
籍
状
況
等
を
踏
ま
え
て
着
実
に
対
応
 

 ○
持

続
可

能
な

教
育

環
境

の
実

現
の

視
点

 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
壁
や
窓
等
の
断
熱
性
能
向
上
、
高
効
率
照
明
等
の
導
入
等
の
脱
炭
素
化
 

※
長

寿
命

化
改

修
に

お
い

て
も

新
築

に
準

じ
た

学
校

施
設

の
Z
E
B
化

を
計

画
す

る
こ

と
が

望
ま
し
い
も
の
と
し
て
推
進
 

 
 

老
朽
化
し
た
施
設
を
長
寿
命
化
改
修
す
る
に
当
た
っ
て
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
持
続
可

能
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
視
点
か
ら
、
施
設
整
備
の
土
台
と
し
て
着
実
に
対
応
す
る
こ
と
を

推
進
す
る
。

 



  4 
 ②

新
し

い
時

代
の

学
び

を
実

現
す

る
教

育
環

境
向

上
の

視
点

か
ら
、
創

意
工

夫
に

よ
り

特
色
・
魅

力

を
発

揮
す

る
も

の
 

         ○
柔

軟
で

創
造

的
な

学
習

空
間

の
実

現
の

視
点

 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
既

存
の

面
積

資
源

を
有

効
活

用
・

再
配

分
し

、
多

様
な

学
習

活
動

等
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

 
 

学
習
・
執
務
空
間
を
整
備
 

（
例

：
教

室
空

間
の

充
実

、
可

動
間

仕
切

り
の

設
置

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
、

廊
下

等
共

用
部
分
の
有
効
活
用
、
学
校

図
書
館
の
機
能
向
上
、
家
具
を
含
む
学
び
の
空
間
を
一
体
的

に
計
画
、
職
員
室
等
の
執
務
環
境
の
改
善
等
）
 

・
高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
学
習
環
境
を
整
備
 

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
合
理
的
配
慮
の
基
礎
と
な
る
環
境
整
備
 

（
例
：
特
別
支
援
学
級
や
通
級
に
よ
る
指
導
の
た
め
の
環
境
整
備
等
）
 

 ○
健

や
か

な
学

習
・

生
活

空
間

の
実

現
の

視
点

 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式
化
 

・
特
別
教
室
、
体
育
館
等
の
空
調
整
備
 

・
内
装
木
質
化
等
の
木
材
の
積
極
的
な
活
用
 

（
例
：
内
装

木
質

化
に

よ
る

快
適

で
温

か
み

の
あ

る
生

活
空

間
（
リ
ビ
ン
グ
空
間
）
の
整
備
等
）
 

 ○
地

域
や

社
会

と
の

連
携

・
協

働
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
既
存
の

面
積
資
源
を
有
効
活
用
・
再
配
分
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
・
協
働
す
る
共
創
空
間

を
整
備
（
動
線
整
理
、
明
瞭
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
）
 

・
既
存
の
面
積
資
源
を
有
効
活
用
・
再
配
分
し
、
他
の
公
共
施
設
等
と
複
合
化
・
共
用
化
 

※
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
首
長
部
局
等
と
横
断
的
に
検
討
 

・
避
難
所

と
し
て
の
防
災
機
能
強
化
（

自
家
発
電
設
備
、
情
報
通
信
設
備
、
断
水
時
の
ト
イ
レ
対

策
、
L
P
ガ
ス
の
活
用
等
）
 

・
域
内
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報
を
踏
ま
え
た
水
害
対
策
（
受
変
電
設
備
の
嵩
上
げ
、
止
水
板
の
設
置
等
）
 

※
防
災
担
当
部
局
や
治
水
担
当
部
局
等
と
連
携
し
て
対
応
 

 

老
朽
化
し
た
施
設
を
長
寿
命
化
改
修
す
る
に
当
た
っ
て
、
子
供
た
ち
の
学
び
・
生
活
・
共
創

の
場
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
教
育
環
境
向
上
の
視
点
か
ら
、
①
と
一
体
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
地
方
公
共

団
体
や
学
校
等
の
実
情
を
踏
ま
え
た
創
意
工
夫
に
よ
り
、

特
色
・
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
。
 

こ
の
際
、
地
方
公
共
団
体
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
既
存
施
設
で
あ
る
こ
と
に

起
因
す
る
制
約
や
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
図
２
・
表
１
の
整
備
方
法
（
複
数
の
パ
タ

ー
ン
に
分
類
・
整
理
し
た
も
の
）
も

参
照
し
、
整
備
内
容
を
検
討
す
る
。
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 図

２
：
新

し
い

時
代

の
学

び
を

実
現

す
る

学
校

施
設

整
備
（

長
寿

命
化

改
修

）
の

方
向

性
イ

メ
ー

ジ
 

                 表
１

：
既

存
施

設
に

お
け

る
教

育
環

境
向

上
に

関
す

る
整

備
方

法
の

分
類

パ
タ

ー
ン

 

分
類

 
整

備
方

法
イ

メ
ー

ジ
 

具
体

的
な

整
備

内
容

例
 

Ａ
 

既
存

の
面

積
資

源
を

有
効

活
用
・
再

配
分
す

る
と

と
も

に
不

足
す

る
ス

ペ
ー

ス
を

増
築

等
に

よ
り

補
い

、
多

様
な

学
習

活
動

等
に

柔
軟

に
対

応
で

き

る
空

間
を

整
備
（

可
動

間
仕

切
り

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

、
廊

下
等

共
用

部
分

、
図

書
館

、
職

員
室

等
）
 

【
増

築
を

組
み

合
わ

せ
た

り
、
構

造
に

手
を

加
え

た
り

す
る

パ
タ

ー
ン

】
 

既
存

の
プ

ラ
ン

そ
の

も
の

を
見

直
し

、
増
築

を
組

み
合

わ
せ

た
り

、
必

要
に

応
じ

、
構

造
に

手
を

加

え
壁

等
の

位
置

変
更

を
行

っ
た

り
し

て
、
創

造
的

な
空

間
を

整
備

。
ゆ

と
り

の
あ

る
教

室
の

整
備

、

教
室

と
廊

下
の

仕
切

り
を

可
動

間
仕

切
り

に
し

た
上

で
、
廊

下
の

床
の

木
質

化
、
温

熱
環

境
の

改

善
等

に
よ

り
、
共

用
部

分
を

有
効

活
用

。
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

教
室

と
図

書
館

を
組

み
合

わ
せ

、
学

校

の
中

心
に

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
新

た
に

整
備

。

あ
わ

せ
て

、
円

滑
な

執
務

、
協

働
作

業
、
休

息
等

の
た

め
の

空
間

を
充

実
。

 

Ｂ
 

既
存

の
面

積
資

源
を

有
効

活
用
・
再

配
分

し
、
多

様
な

学
習

活
動

等
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

空
間

を
整

備
（

可
動

間
仕

切
り

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

、

廊
下

等
共

用
部

分
、

職
員

室
等

）
 

【
構

造
に

は
手

を
加

え
ず

、
既

存
施

設
を

生
か

し

て
空

間
を

再
構

成
す

る
パ

タ
ー

ン
】

 

既
存

の
プ

ラ
ン

そ
の

も
の

を
見

直
し

、
多
目

的
な

学
習

が
で

き
る

空
間
（

教
室

一
つ

分
）
を

学
年

ご

と
に

整
備

、
教
室

と
廊

下
の

仕
切

り
を

可
動

式
と

す
る

こ
と

で
開

放
的

な
空

間
を

整
備

、
廊
下

の
床

の
木

質
化

、
温

熱
環

境
の

改
善

等
に

よ
り

、
共

用

部
分

を
有

効
活

用
。

 

Ｃ
 

既
存

の
面

積
資

源
を

有
効

活
用

し
、
多

様
な

学
習

活
動

等
に

対
応

 

【
既

存
施

設
を

そ
の

ま
ま

生
か

す
パ

タ
ー

ン
】

 

余
裕

教
室

を
新

し
い

学
び

に
対

応
す

る
創

造
的

空
間

と
し

て
整

備
、
ロ

ッ
カ
ー

ス
ペ

ー
ス

等
の

配

置
の

工
夫

等
に

よ
る

教
室

空
間

の
有

効
活

用
。
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 ２

．
新

築
等

に
よ

る
整

備
の

場
合

 

 ①
安

全
・
安
心

で
持

続
可

能
な

教
育

環
境

確
保

の
視
点

か
ら

、
施

設
整

備
の

土
台

と
し

て
着

実
に

対

応
す

る
も

の
 

○
安

全
・

安
心

な
教

育
環

境
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
基
本
的
な
耐
震
性
能
、
安
全
性
能
の
確
保
 

・
ス
ロ
ー
プ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
 

※
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
着
実
に
対
応
 

・
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機
能
強
化
（

自
家
発
電
設
備
、
情
報
通
信
設
備
、
断
水
時
の
ト
イ
レ
対

策
、
L
P
ガ
ス
の
活
用
等
）
 

・
域
内
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報
を
踏
ま
え
た
水
害
対
策
（
浸
水
対
策
等
に
配
慮
し
た
整
備
）
 

※
防
災
担
当
部
局
や
治
水
担
当
部
局
等
と
連
携
し
て
対
応

 
 ○

持
続

可
能

な
教

育
環

境
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
Z
E
B
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
確
保
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
 

（
例

：
屋

根
や

外
壁

等
の

高
断

熱
化

、
高

効
率

照
明

や
高

効
率

空
調

機
等

の
高

効
率

設
備

の
 

導
入
等
）
 

  ②
新

し
い

時
代

の
学

び
を

実
現

す
る

教
育

環
境

向
上

の
視

点
か

ら
、
創

意
工

夫
に

よ
り

特
色
・
魅

力

を
発

揮
す

る
も

の
 

○
柔

軟
で

創
造

的
な

学
習

空
間

の
実

現
の

視
点

 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
多
様
な
学
習
活
動
等
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
習
・
執
務
空
間
を
整
備
 

（
例

：
教

室
空

間
の

充
実

（
１

人
１

台
端

末
に

対
応

し
た

教
室

用
机

を
前

提
と

し
た

空
間

の
検

討
）

、
可

動
間

仕
切

り
の

設
置

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
、

廊
下

等
共

用
部

分
の

有
効
活
用
、
学
校
図
書
館
の
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
化
、
家
具
を
含
む
学
び
の
空
間
を
一
体

的
に
計
画
、
職
員
室
等
の
執
務
環
境
の
充
実
等
）
 

・
高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
学
習
環
境
を
整
備
 

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
合
理
的
配
慮
の
基
礎
と
な
る
環
境
整
備
 

（
例

：
特

別
支

援
学

級
や

通
級

に
よ

る
指

導
の

た
め

の
環

境
整

備
、

ク
ー

ル
ダ

ウ
ン

で
き

る
ス

ペ
ー
ス
、
医
療
的
ケ
ア
の
実

施
に
配
慮
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
等
）
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 ○

健
や

か
な

学
習

・
生

活
空

間
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
乾
式
化
 

・
特
別
教
室
、
体
育
館
等
を
含
む
学
習
・
生
活
空
間
の
空
調
整
備
 

・
木
材
の
積
極
的
な
活
用
 

（
例
：
内
装
木
質
化
に
よ
る
快
適
で
温
か
み
の
あ
る
生
活
空
間
（
リ
ビ
ン
グ
空
間
）
の
整
備
等
）
 

 ○
地

域
や

社
会

と
の

連
携

・
協

働
の

実
現

の
視

点
 

【
主
な
整
備
内
容
】
 

・
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
・
協
働
す
る
共
創
空
間
を
整
備
（
動
線
整
理
、
明
瞭
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
）
 

・
他
の
公
共
施
設
等
と
の
複
合
化
・
共
用
化
 

※
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
首
長
部
局
等
と
横
断
的
に
検
討
 



特別支援学校設置基準の概要

趣旨
 これまで、特別支援学校については、学校教育法３条に基づく設置基準として独立した省令は定められておらず、学校教育法施行規

則に、設備編制の基本的事項についてのみ定められていた。
 今般、在籍者数の増加により慢性的な教室不足が続いている特別支援学校の教育環境を改善する観点から、設置基準を制定。
 有識者会議や中教審の答申を踏まえ、①特別支援学校を設置するために必要な最低の基準とするとともに、②地域の実態に応じた
適切な対応が可能となるよう、弾力的・大綱的に規定することを基本方針とする。

他の学校種の設置基準と共通の内容
構成（総則、学科（高校）、編制、施設及び
設備、別表（校舎・運動場の面積））

趣旨（学校を設置するのに必要な最低基準で
あり、設置者は、学校が設置基準より低下した状
態にならないよう、水準の向上を図ることに努めな
ければならない）【１条２～３項】

経過措置（編制並びに施設及び設備に係る
規定の施行の際、現に存在する学校の編制等に
ついては、当分の間、なお従前の例によることがで
きる）【附則２項】

主な内容

特別支援学校に特有の内容
高等部の学科の種類（例 視覚障害：理療・理学療法、聴覚障害：歯科技工等）【３～
４条】

一学級の幼児児童生徒数（幼稚部５人以下、小中学部６人以下、高等部８人以下、
重複障害３人以下） 【５条】

教諭等の数等（相当数の副校長又は教頭、養護教諭、実習助手、事務職員、寄宿舎指導
員等） 【７～１２条】

校舎に備えるべき施設（自立活動室等） 【１５条】

校舎の面積（学部、障害種毎に幼児児童生徒数に応じて設定） 【１４条、別表】

運動場の面積（学部毎に幼児児童生徒数に応じて設定）【１４条、別表】

学校教育法施行規則の一部改正（１２０条～１２３条の削除等）
特別支援学校の高等部の学科を定める省令の廃止

その他の内容
（参考）
令和３年９月２４日 公布
令和４年４月 １日 施行
令和５年４月 １日 施行（編制、施設及び設備）

等等

0
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